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◆第９回ミニコンサート来場者
来賓 
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◆アンケート結果
お知りになられたのは？

案内チラシを見て
区民たよりを見て
ホームページを見て
白稜会会報を見て
人から聞いて
その他

よかった
どちらともいえない
よくなかった
未回答

演奏内容について

次回の開催について
参加したい
どちらともいえない
参加したくない
無記入

ご要望・ご意見があれば
声が心にしみいるようだった、素晴らしい
来年も聞きたい
イタリア語がわからないが、心に響いた
日本の曲も歌ってほしい  
初めて　オペラを聴き　感動した
素晴らしい企画だ、来年も開催してほしい
照明があれば　もっと良かった
舞台が　みにくく　子供の姿が見にくい
ゆったりとした時間を過ごせた
プロのピアノ演奏をじっくり聴きたい
在校生の出演がないのは　さみしい
バラエティーにとんだ内容で良かった
母校の素晴らしさを認識
地域の学校としてさらなる自覚を
恩師に会えて　うれしかった
ますますの発展を
生徒が案内人をしてくれて、うれしかった

第９回ミニコンサート来場者・アンケート結果

（回答数124名）

　今年度は昨年度の学区撤廃にともない、大阪府下のよ
り広い地域へ中学校訪問と、校内での複数回の学校説明
会を行いました。7月の中高連絡会から中学校との情報交
換・意見交流を行い、夏にはおよそ200校への訪問、年末
年始にも200校程度の訪問をおこないました。学校説明
会も毎月第１金曜日に定例で行い、12月からは毎週金曜
日に、学校説明会や学校体験会（授業見学を伴う）を実
施しました。
　平成26年9月6日（土）に開催されました大正区役所主
催の「大正ものづくりフェスタ2014」に泉尾高校も参加
しました。本校は、10限の体験授業、エッグドロップの
指導、軽音楽部と書道部のコラボパフォーマンス、茶道
部のお点前、野球部や陸上部の清掃活動、園芸部や生徒
会のお手伝いなど、25名の教員とおよそ50名の生徒で参
加しました。本会場で書道「筆を使おう」、国語「世界は
言葉でできている」、家庭「藍染」、社会「泉尾教育委員
会」、音楽「篠笛」、数学「江戸時代の数学遊び」、保健
「自分でできる応急手当」、英語「Intoroduce　yourself」、
体育「運動のしくみ」、理科「植物の種子散布」の10限
（各20分）の体験授業を多くの大人から子供まで楽しん
でもらいました。野外会場では、書道部と軽音楽部がコ
ラボパフォーマンスを披露し、エレキギターの演奏曲に
合わせて、3畳ほどの大きな字を書きました。平成27年は
8月8日（土）に「大正ものづくりフェスタ2015」が実施
予定です。今後とも地域交流を深めたいと思います。

平成26年度　泉尾高校総務部　報告
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